
日々開発されるケーブルテレビ関連機器などを、実際に検証
しながらチェック！ 実用性に焦点をあてて報告します。
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今号はノートPCの電源について紹介します。

ケーブル技術スタッフの機器チェック！

ノートPCの電源
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ケーブルテレビ局の技術者は、プラ
イマリーIP電話やインターネットなどミッ
ションクリティカルな双方向アプリケー
ションに加え、コミュニティチャンネル（コ
ミチャン）放送のためのデジタル放送機
器の安定動作に目を光らせています。

今回はセンタで機器チェックのため
に多用するノートPCの電源についてレ
ポートします。

DELL社ノートPC用電源は、３線あ

り、DC（直流）+19.5VとGND（グラン
ド）とID信号で構成されています。ID信
号はACアダプタの電圧、電流、ワット
数、シリアルナンバーを１Wireバスとい
う信号形式でノートPCへ伝えています。

この信号が故障で出力されないと
ノートPCは電源を故障と認識し、内蔵
のリチウムイオンバッテリーを充電しま
せん。しかし、内蔵バッテリーの消費を
抑えるため動作時に不良電源からの
電圧を利用します。

写真１にノートPCの電源のコネクタ
を示します。ID信号はセンターピン、
GNDは外側にあります。ID信号を発生
する回路は熱で故障しやすい傾向です。
ユーザはさしあたりノートPCを使えるの
ですが、バッテリーを充電しないので当
惑することになります。解決策はノート

PC用電源の交換となります。ID信号
回路をロジックアナライザプローブと
PluseView（フリーソフト）で観測してみ
ます。

図1はPluseViewの観測したデータ
の一部です。ノートPCがマスタになり、
電源がスレーブとなる1対1で通信する
定番のコマンド“Skip ROM”を出したマ
スタがスレーブからのデータを受け取る
様子をソフトがプロトコル翻訳してわか
りやすく表示してくれます。

図2は図1の続きになります。マスタ
は前出のコマンドに対するCRCを付加
します。スレーブからは045という電源
のワット数を示す数字が送られます。マ
スタであるノートPCはこれを受け取り正
常な電源であることを認識します。これ
はBIOSを表示させると確認することが
できます。図3にその様子を示します。

ルータやL2SWの内部情報を見る
ノートPCが内蔵電池に充電しなくなっ
たと感じたら、電源のID端子のチェック
をBIOSですることが必要です。

写真1：電源コネクタピン配置

図1：ロジックアナライザの表示

図2：ロジックアナライザの表示（続き） 図3：ノートPC　BIOSの表示


